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研究要旨  

支援機器開発の過程では、ニーズ把握、試作機器の製作、モニター評価等の各工程において

異業種連携やチームアプローチを促すことができる「支援機器開発コーディネーター」（以下、

「コーディネーター」。）人材が求められている。本研究では、コーディネーター人材を育成

するためのプログラム開発を見据え、コーディネーターに求められるスキルを明らかにするこ

とを目的とした。支援機器開発において、開発者や当事者の懸け橋となり、コーディネーター

のような役割で参画したことのあるエンジニアと医療従事者（医師，理学療法士，作業療法士）

11 名を対象に、コーディネーターに必要なスキルに関するインタビュー調査を実施した。イ

ンタビュー対象者 3 名に関し、KJ 法を用いた予備分析を実施した結果、コーディネーターに

必要なスキルとして、「技術開発とイノベーション」「プロジェクト管理とリーダーシップ」

「ユーザー中心の設計とニーズ分析」「コミュニケーションと協働」「マーケティングと事業

戦略」「産学官連携と社会貢献」の 6 つのタイトルが抽出された。支援機器開発を推進するた

めのリーダーシップ力、コミュニケーション能力に加え、工学的知識、マーケティングスキル

など、多様な技能が求められることが示唆された。 

 
A．研究目的 

障害児・者（以下、「障害者」。）のための自立

支援機器（以下、「支援機器」。）の開発は、ニー

ズや障害種別、心身機能特性、生活環境が多様化し

ており個々の市場が小さいため、アイデア創出から

製品化までの工程の効率化が必要である。しかし現

状では、アイデア創出から実現可能性評価、試作機

器の製作、安全性評価、モニター評価等、開発工程

における次の段階へ進む際の検証項目について評価

するステージゲート（以下、「ＳＧ」。）やその基

準が設定されておらず、製品化及び事業化を阻害す

る要因となっている。支援機器の開発工程において

は次の課題が残る。 

少量多品種が特徴的な支援機器の分野では、製品

化まで到達するも、製品の安定した事業継続性に関

する見通しが極めて難しい。また、補装具費支給制

度や日常生活支援用具による給付等により出口戦略

が複雑化する傾向がある。近接分野の医療機器開発

工程では、各段階にＳＧを設け、一定の基準を満た

すと次の段階に移行する手法を採用している。支援

機器開発工程においてもＳＧを設け、安全性、市場

性など当該分野特有かつ重要度の高い評価項目やそ

の基準を明確にすることが課題となる。 

ＳＧを通過するために技術者を支援する医療従事

者が求められるが、開発工程や評価項目を理解し、

開発者と現場との懸け橋となる人材は限られている。

そこで、各ステージで適切な支援を行うことができ、
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異業種連携かつチームアプローチの管理ができる支

援機器開発コーディネーター（以下、「コーディネ

ーター」。）人材を育成する必要がある。コーディ

ネーター人材は、臨床現場での専門性に加え機器開

発の知識や経験が求められるが、全てを習得するに

はワークショップやモニター評価等の実践経験を要

すことが考えられる。しかし、実際にコーディネー

ター人材に求められるスキルは明らかとなっていな

い。 

本研究では、コーディネーター人材を育成するた

めのプログラム開発を見据え、コーディネーターに

求められるスキルを明らかにすることを目的とした。 

 

B．研究方法 

B-1．対象者 

対象は、障害者を対象とした支援機器開発におい

て、開発者や当事者の懸け橋となり、コーディネー

ターのような役割で参画したことのある、11 名のエ

ンジニアと医療従事者（医師，理学療法士，作業療

法士）とした。経験年数は問わず、研究従事者の機

縁募集にてリクルートを行った。 
 
B-2．実施方法 

本研究では、半構造化面接によるインタビュー調

査を、Zoom を用いたオンライン形式で実施した。

インタビュー内容は、年齢、性別、所属などの基本

属性、これまでの支援機器開発に関わった経験や、

支援機器開発をコーディネートする人材に求められ

るスキルに関 するものとし、インタビューガイドを

作成した（表 1）。インタビュアーは、支援機器の

開発にかかわった経験のある作業療法士の研究者2-3
名で、主たるインタビュアーがインタビューガイド

に沿って対象者に質問をした後、サブインタビュア

ーが追加質問をするという流れで実施した。対象者

の同意の下、インタビュー内容を録音および記述し

た。 
 
 
 

B-3．分析方法 

録音したインタビュー内容の逐語録を作成した。

今年度は、逐語録の作成までを目標としていたが、

先行して調査を行った 3 名の書き起こしデータにて

予備分析を実施した。予備分析は KJ 法 1)を用い、

質的分析を専門とする研究者が、支援機器開発コー

ディネーターに必要と考えられるスキルを抽出した。 
表 1．インタビューガイド 

ⅰ．基本情報 
氏名，年齢，性別，経験年数，資格（専門領域等） 

ⅱ．支援機器開発の経験 
・開発に関わった支援機器 

  －具体的な機器の名称 
  －機器の使い方 
  －障害の種類について 
   例．視覚障害，聴覚障害，肢体不自由，コミュ

ニケーション障害，高次脳機能障害 
－ターゲットユーザーについて 
例．年齢層，障害像，活用場面等 

・支援機器開発に関わった際の役割 
例．開発者，医療従事者，モニター評価実施者，

マネージメント，普及等 
・支援機器開発のチーム構成 

例．企業，研究機関，病院，当事者，支援者 
・支援機器開発で関わった工程 

例．アイデア創出，実現可能性評価，試作機器
の製作，安全性評価，モニター評価等 

・支援機器開発の経験を通し課題と感じる点 
・支援機器開発の経験の中で必要なスキル や知識 
ⅲ．支援機器開発に必要な人材 
ⅳ．コーディネーター人材は必要だと思うか 
ⅴ．コーディネーターに必要なスキルや知識 
（倫理面への配慮） 
 本研究は、東京大学大学院新領域創成学研究科倫

理審査委員会の承認（承認番号：23-395）後に実施

した。対象者には、研究目的や方法、インタビュー

調査に関する具体的な内容、個人情報の取り扱いや

情報公開等に関する説明文をメールにて送付し、同

意書の返送によって同意を得た。 
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Ｃ．研究結果 

C-1．対象者の概要 

 エンジニア 3 名、理学療法士 3 名、作業療法士 3
名、医師 2 名、計 11 名のインタビュー調査を完了

した。調査を完了した者のうち、エンジニア 1 名、

理学療法士 1 名、作業療法士 1 名、計 3 名の結果に

ついて、予備分析を実施した（表 2）。 
表 2．予備分析対象者 3 名の属性 

専門領域 性別 年齢 経験年数 
エンジニア 男性 60歳 35年 
理学療法士 男性 45歳 20年 
作業療法士 男性 57歳 25年 

 

C-2．予備分析の結果 

 分析の結果、支援機器開発コーディネーターに必

要なスキルとして、「技術開発とイノベーション」

「プロジェクト管理とリーダーシップ」「ユーザー

中心の設計とニーズ分析」「コミュニケーションと

協働」「マーケティングと事業戦略」「産学官連携

と社会貢献」の 6 つの項目が抽出された（表 3）。

各項目の詳細について、以下に述べる。 
1 つ目の「技術開発とイノベーション」では、“工

学的知識”“新しい技術への理解と応用”“製品改

良とイノベーション” “プロトタイプ開発の経験”

等のラベルが集約された。コーディネーターに必要

なスキルとして、ある程度の工学的技術や人間工学

の知識が必要であることが明らかとなった。また、

コーディネーターとしての役割を遂行するためには、

プロトタイプの開発を経験していることが重要であ

ることが挙げられていた。 
2 つ目の「プロジェクト管理とリーダーシップ」

では、“多様な専門家との協働”“プロジェクトリ

ーダーとしての立場”“オーガナイザーとしての能

力”等が集約された。コーディネーターに求められ

るプロジェクトを進めていくリーダーシップを発揮

するために、ニーズ調査、モニター評価、開発助言

や資金調達まで、あらゆる工程での役回りを意識す

ることの重要性が挙げられた。さらに、医療従事者

やエンジニアといった多職種との協働を進めていく

スキルが必要であることが明らかとなった。 
3 つ目の「ユーザー中心の設計とニーズ分析」で

は、“ユーザーニーズの理解”“ニーズとシーズの

マッチング”“支援機器のカスタマイズ”といった

ラベルが集約された。対象者の困りごとやニーズを

把握するだけでなく、現場で求められる真のニーズ 
表 3．コーディネーターに求められるスキル 

1．技術開発とイノベーション 
ⅰ. 支援機器の開発に関わる技術的な挑戦 

 ⅱ. 新しい技術への理解と応用 
 ⅲ. 工学的知識 
 ⅳ. 製品改善とイノベーション 
 ⅴ. プロトタイプ開発の経験 
 ⅵ. 研究開発の経験 
2. プロジェクト管理とリーダーシップ 
ⅰ. プロジェクト全体を通じた役割 

 ⅱ. コーディネーターの役割 
 ⅲ. 多様な専門家との協働 
 ⅳ. コーディネーション 
 ⅴ. プロジェクトリーダーとしての立場 
 ⅵ. オーガナイザーとしての能力 
3. ユーザー中心設計とニーズ分析 
ⅰ. ユーザーのニーズとシーズのマッチング 

 ⅱ. 生活の困りごとを分析する役割 
 ⅲ. ユーザーニーズの理解 
 ⅳ. 福祉用具のカスタマイズ 
 ⅴ. ニーズ調査 
4. コミュニケーションと協働 
ⅰ. コミュニケーションスキル 

 ⅱ. ユーザーとのコミュニケーション 
 ⅲ. チーム内コミュニケーション 
5. マーケティングと事業戦略 
ⅰ. 市場規模とビジネス機会の評価 

 ⅱ. 販売と普及戦略の計画 
 ⅲ. サステナビリティと事業化 
6. 産学連携と社会貢献 
ⅰ. 産学官連携の重要性 

 ⅱ. 社会技術の実装 
 ⅲ. 資金調達 
 ⅳ. 問題解決 
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を汲み取り、開発シーズと繋げられるよう、プロジ

ェクトを牽引することが、コーディネーターに求め

られるスキルである、と述べられていた。 
4 つ目の「コミュニケーションと協働」では、“コ

ミュニケーションスキル”“ユーザーとのコミュニ

ケーション”“チーム内のコミュニケーション”と

いったラベルが集約された。エンドユーザーの真の

ニーズを開発者側へ適切に伝え、開発プロセスに反

映させる能力が重要であるとされた。また、異なる

バックグラウンドを持つチームメンバー（エンジニ

ア、医療従事者等）間で効果的なコミュニケーショ

ンをとり、共通理解を築いていくスキルが求められ

ると述べられていた。 
5 つ目の「マーケティングと事業戦略」では、“市

場規模とビジネス機会の評価”“販売と普及戦略の

計画”“サステナビリティと事業化”の 3 つのラベ

ルに集約された。支援機器を適切に普及させていく

ためには、市場ニーズとポテンシャルを把握すると

ともに、販売および普及戦略まで計画していく必要

性があるとされた。さらに現在では、製品のサステ

ナビリティが求められており、長期的な視点で製品

やサービスの持続可能性を考慮した開発を進めてい

くスキルが、コーディネーターに求められることが

明らかとなった。 
6 つ目の「産学官連携と社会貢献」では、“産学

官連携の重要性”“社会技術の実装”“問題解決”

等のラベルが集約された。支援機器開発イノベーシ

ョンを促進するために、産学官連携は必須であり、

コーディネーターは、異なるセクター間での協力を

促進する技能が求められることが明らかとなった。

また、社会技術を実装する中で現場での問題を特定

し、それに基づいて解決策を提案する問題解決能力

が求められ、そのようなスキルが製品改良や新たな

イノベーションの促進をもたらす可能性が述べられ

ていた。 
 

Ｄ．考察 

対象者の生活に適した支援機器を開発するために

は、開発者のみならず、医療従事者やエンジニア等

の異業種連携が非常に重要である。支援機器開発に

は、ニーズの把握、アイデア創出、試作機器の製作、 

実現可能性評価、モニター評価等の工程が含まれる

が、ニーズの絞り込みや人材不足など、製品化に至

らない要因となる課題が指摘されている 2）。このよ

うな問題を解決するため、支援機器開発全体をコー

ディネートすることが可能な人材が必要であり、本

研究では、コーディネーターのような経験をもつ対

象者にインタビューを実施し、対象者 3 名を対象と 

した予備分析から、コーディネーターに求められる

スキルを抽出した。 
必要なスキルとして挙げられた「技術開発とイノ

ベーション」は、支援機器開発に必要な工学的な知

識や技術への理解を指す。また、「ユーザー中心設

計とニーズ分析」とは、支援機器の適切な設計に繋

げていくために、対象者の生活上の困りごとから真

のニーズを知る、すなわちヒトを理解する技能であ

ると考えられる。支援機器開発において異業種連携

を進める中で、医工の共通言語が欠如していること

が指摘されている 3）。新たな支援機器開発を進めて

いく中で、コーディネーターが医療従事者である場

合には、ある程度の工学および人間工学的な知識を

持つことが、スキルとして必要であると考えられる。

同様に、エンジニアがコーディネーターを担う際に

は、工学的知識に加え、対象者の障害特性や生活上

の困りごとやニーズを理解し、ユーザー中心の設計

へ繋げていくスキルが求められると考える。 
また、支援機器開発におけるあらゆる工程での役

回りを意識し、プロジェクト全体を推進するための

「プロジェクト管理とリーダーシップ」のスキルが

求められることが示唆された。出江（2023）は、支

援機器開発において医工連携を推進する人物像を、

「患者（当事者）中心性をチームの核に据えて対話

を生み出せるリーダー」であると述べている 4）。こ

のようなリーダーシップを発揮するために、ユーザ

ーや異業種が集まったチームメンバー、さらにその

他のステークホルダー間での理解や共感を促す「コ

ミュニケーションと協働」といったスキルが必要で

あると考えられる。一方で、リーダーシップの定義
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は多様であり、時代の移り変わりとともに変遷する

社会課題の解決を目指すためには、リーダーシップ

研究が必要であることが指摘されている 5）。支援機

器開発コーディネーターに求められるリーダーシッ

プ力とは何か、現在および近未来の社会課題に沿い、

時代とともに検討していく必要性が示唆された。 
さらに、コーディネーターに求められるスキルと

して、「マーケディングと事業戦略」および「産学

連携と社会貢献」が抽出された。支援機器開発は、

ニーズに合った支援機器がユーザーの手に届き、有 
効活用され、持続的に社会的へ普及されていくこと

を想定して進めていくことが重要であると考えられ

る 6）。コーディネーターは、支援機器の普及が社会

にポジティブな影響を与える、すなわち社会貢献に

繋がるよう、支援機器普及に向けた市場戦略を考案

するスキルが必要であると考える。このような支援

機器の普及において、産学官の連携は非常に重要で

あり、前述した異業種および多セクター間における

「コミュニケーションと協働」を推進するスキルは、

支援機器開発における全ての工程および連携におい

て、非常に重要であると考えられる。 
 今後、コーディネーター人材を育成するためのプ

ログラム開発をしていく中で、コンテンツや人材教

育の形式を考えていく必要がある。人材教育の形式

としては、e ラーニングシステム、オンラインでの

グループワーク、対面での研修会等が考えられるが、

より有効に各スキルの向上を図ることのできるコン

テンツや手法を、検討していくことが課題である。 
  
Ｅ．結論 

 本研究では、コーディネーター人材に求められる

スキルとして、6 つの項目が抽出された。異職種や

多セクターとの協業を円滑に進めるためのリーダー

シップ力、コミュニケーション能力に加え、工学的

知識、マーケティングスキルなど、多様な技能が求

められることが示唆された。 
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